
周防灘３０カイリ・潮の路県際間交流事業ワークショップ祝島会場議事録 
 
１ 開催日時      平成１４年１０月７日（月）１８：００～２０：００ 
 
２ 開催場所      民宿くにひろ 
 
３ 出席者（大分県側） 三浦、丸山、是松、深田、長峯 ５名 
 
４ 出席者（徳山市側） 木村、國弘、工藤 ３名 
 
５ 議事項目 
 
１） あいさつ及び事業説明（大分県産業創造機構） 
２） 自己紹介（住所・氏名・所属グループ程度） 
３） 両地域を結ぶ交通事情とデータの比較（大分県産業創造機構） 
４） 参加者それぞれの地元での活動内容等について（各参加者） 
５） 互いの地域に対する理解や認識、関わり等について（各参加者） 
６） 相互交流に対するアイデア・意見等について（各参加者） 

 
６ 議事記録 
 
（ワークショップ前の談義） 
 
是松 ここは１周ずっと回れるんですか？ 
國弘 道は半周しかしてないです。後は海岸を歩いて回って、途中ちょっと泳いで。

このへんはもう泳がないと海岸が無いんですよ、崖しかないんで。どうしても

ここを泳がないと渡れないですね。他は潮が引いてれば歩けます、かなり。た

だ途中で歩いてるうちに潮が満ちてくると、やっぱり泳がなきゃといけないは

めにはなるんですけど。 
三浦 じゃあ、全部繋がってないんですね？ 
國弘 道は半周しかありません。 
三浦 途中で切れてますよね。 
國弘 走られる方、いらっしゃいます？『不老長寿マラソン大会』がありますので、

来年、第３回目にぜひご参加ください。山道を登って、帰りは海岸線走ります

けど。 
是松 この道は行けるんですか？ 
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國弘 昔の道ですので、歩くだけだったら行けます。１周できますけど、かなり時間

がかかりますよ。細かい道は、結構張り巡らされてたんですよ、元々ね。でも、

みんな年寄りで今はもう山に行けなくなったところとか多いから、もう人が通

らないところは藪になってますからね。 
是松 国東の方で、今度１１月の１０日に『富籤マラソン』というのがありますけど。 
國弘 この前誘われたんですが、『１００ｋｍマラソン』っていうのがありましたよ

ね？「年に２回はちょっと」って言ってお断りしたんですが。僕、四万十川の

マラソンにずっと出てたんですよ。今年はたまたま国体かなんかあるんで、大

会自体がないらしんですけど。６回連続で走ったかな。７回目に抽選外れて出

れなかったんですよ。去年８回目で、久しぶりだから６０ｋｍの方に出たら、

途中雨が降って大変な目にあいました。今はもう走れないですよ。４０ｋｍが

精一杯だと思います。練習を全然してないから。 
三浦 僕は、『１００ｋｍマラソン』とか絶対だめ。スタミナ切れで。体力的に難しい

でしょう。 
國弘 今年は祝島の大会を、実行委員長でありながら走ったんですけど。きつかった

ですね。 
三浦 大体、一番最初はそうだと思うよ。僕らが『富籤マラソン』一番最初に作った

ときは、僕は審判長して、１０ｋｍ走って、表彰式自分で表彰して、そして講

評して、それを２回くらいまでしたかな。きつかった。最初はそんなもんだよ。 
國弘 去年が初めてで、今年は２回目だったんですよ。で、去年はさすがに走る余裕

は無いから、あれこれやってて。だから、今年は２回目で慣れたから、任せる

ところは任せて、ちょっと走ろうかなと。 
三浦 １３ｋｍだって。 
國弘 マラソンコースは１３ｋｍです。 
三浦 何とか走れそうなかんじですね。 
國弘 無理さえしなければ大丈夫です。最初は、この登りがきついんですね。ここか

らずっと登りが続くから、飛ばすと大変なことになります。で、下りは１ヶ所

も無いですからここからここまで。全て登りですからね。その代わり、ここか

らここまでずっと下りですからね。後は海岸線は平らですから。今年は風が強

かったんです。向かい風が強くて。で、波が高くて、走りに来てる人はみんな

酔ってしまって。前の日が特にそうだったんですね。前の日に泊まられてる方

はご飯べられないくらい酔ってて。当日はちょっとはましにはまったんですけ

ど。 
三浦 ８月は台風がね。 
工藤 参加者の中には、「こんなにきついところ初めてだ」って言ってる方もいました。

却って、きついっていうふうなところを名打てば、もっと参加者が増えるんで
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はないかってそういうふうな意見もいただきましたよ。 
是松 過酷さを売るというか。 
國弘 ほっとけば２００人くらい来るんですよ。今、断ってる状態で。泊まるところ

が限られてるので断ってるんですけど、だから、当日来るっていう人は結構受

け付けたんですよ、今年。そしたら今度、当日の船とかが満員で、「やばいな」

と思ったんですけど。それとか、向こうの港の駐車場とかいっぱいだから、「も

うこれ以上は無理なんだ」って話したんですけど。 
是松 なるほど。やってみらんと分からんですね。 
國弘 そっちの方がちょっと抜けてましたね。気がつかなかった。まさか駐車場がい

っぱいになるとは。泊まる方は予め分かってるから、５０人超えたらもう宿泊

はだめだって話はしたんですけど。 
是松 祝島は何人くらい泊まれるんですか？ 
國弘 ５０人ですね。今年は旅館のおかみさんがちょっと体調悪かったりとかいろい

ろあったりして、１軒やってなかったというのもあって少なかったんですよ。

で、ホームステイっていうんですかね、一般の家に泊まってもらったのもある

し、公共の『老人憩いの家』っていうのがあるんですよ。そこを借りて、そこ

に宿泊してもらったのもありますし。 
 
（ワークショップ） 
 
深田 では、みなさんお揃いであれば早速始めさせていただきますが。 
三浦 今、祝島の人口はどのくらいなんですか？ 
國弘 ６８０人くらいです。６５歳以上が、４００何人って確か出てましたよね、敬

老の日に。 
木村 この前数えたら、３分の２くらいじゃったかな。 
國弘 そのくらいですよね。 
深田 今日はどうも、大変ありがとうございます。私、大分県の財団法人大分県産業

創造機構の研究調査課長、深田と申します。 
この度、国の事業なんですが、私どもが国から受託をされまして、国東半島と

徳山、周南地域及び祝島との交流ワークショップを開催してくれというような

内容の受託事業を委託したものですから、それで、２週間ほど前、時間があま

り無かったんですけれども、こちらの方で、『祝島ネット』さんが非常にご活躍

されてるということで、事務局長の國弘さんにいろいろお願いしまして、ぜひ、

こういった場を設けていただけないかということでお願いしましたところ、こ

のような場を設定していただいたとそういうふうなことでございます。 
それで、私の方からは、今回の事業の詳細を、ご説明を申し上げますけれども、
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お手元に私の方で作りました、『周防灘３０カイリ潮の路県際間交流事業ワーク

ショップ資料』というのをご覧になっていただきたいんですが、これのまず１

ページ目をお開き願いたいと思います。 
本日のワークショップの進行次第でございますけれども、まず１番目と致しま

しては、私どもの方から挨拶と、それと今回の事業の内容についてご説明を差

し上げたいと思います。 
その後、それぞれ初めての方同士でございますので、自己紹介をお願いしたい

と思いますけれども、この自己紹介につきましては、お名前と所属グループ、

資料には書いておりますけれども、そういったことをご紹介していただきたい

ということでございます。 
３番目に両地域と書いておりますけれども、これは徳山市の方を選定しており

ますけれども、徳山市と国東半島を結んでいる、今は周防灘フェリーというの

がございますけれども、その海の海上交通と、陸の高速交通のデータ比較をし

ておりますので、後でご紹介したいと思います。 
４番目に参加者のそれぞれの地元での活動内容について、ご紹介をしていただ

きたいと思います。 
次に、５番目と致しまして、お互いの地域に対する理解や認識、これまでの関

わり方、そういったところについて何かございましたらご紹介していただきた

いと思います。 
６番目がこのワークショップの大きな目的のひとつでございますけれども、相

互交流に対するアイデアとか意見等何かございましたら、時間が２時間くらい

ですので、なかなか時間がございませんけれども、そのあたりご提言等あれば

お願いしたいと思います。ただ、いろいろなお話の中で、この場ではなかなか

ご意見等が出ないということもございますので、もし後日、何かこのワークシ

ョップをきっかけに、ご提案がもしあれば、原稿用紙を入れさせていただいて

おりますので、私どもまで送付していただければ、大変ありがたいと思います。

それでは１番目の事業説明、今回の事業のきっかけとかそういうところをご説

明致しますけれども、まず２ページ目をお開き願いたいんですが。今回の事業

は、国土交通省の事業なんですけれども、『地域連携支援ソフト事業』というの

が国土交通省にございます。その国土交通省に、大分県の東国東地方振興局が

今回の事業を要望しております。その要望が採択になって、今回の事業を私ど

も財団法人大分県産業創造機構に委託がなされております。 
その事業の目的でございますけれども、大分県の国東半島地域と山口県の周南

地域は、祝島の神舞等古くから海を介した交流の歴史がある。現在は、周防灘

を介して一衣帯水の関係にある東国東地域と山口県周南地域を『周防灘３０カ

イリ・潮の路交流圏』として位置づけ、周防灘フェリーを交通手段とする人や
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物の交流が行われており、特に地域づくりグループや女性、青少年の交流、情

報発信の強化に取り組んでいる。本事業は、地域間交流や情報発信等をさらに

推進するため、互いの地域への理解や共感を深め、交流人口を拡大するため、

県境を越えた広域交流の推進と自立した地域社会の形成を図るものである、と

いうのが今回の『周防灘３０カイリ潮の路県際間交流事業』というものの目的

になっております。 
今回私どもが国から受託した内容でございますけれども、３つございまして、

１番目が『広域観光マップの作成』というものがございます。これはどういっ

たものかというと、観光マップというのは大体ご存知のような観光マップがご

ざいますけれども、例えば九州であれば九州の県域の観光マップと、山口県で

あれば山口県の観光マップというのがございますけれども、九州と山口の接点

と言うか、そういったマップは無いんですね。ですから、今回ここで作ろうと

してるマップっていうのは、東国東地域と周南地域を中心に描いたマップとい

うのを１枚の紙に落そうとしているわけですね。 
次に２番目と致しまして、『シンポジウムの開催』というのがございまして、こ

れは来年の１月頃に国見町で一応２００人～３００人、周南地域と国東地域の

交流というものをテーマにしたシンポジウムを開催しようというものでござい

ます。 
３番目が本日のワークショップに係るものですけれども、そういったシンポジ

ウムなどを考慮したワークショップを徳山市と祝島で開催せよというような内

容の受託事業でございます。それで、本日のワークショップの目的でございま

すけれども、それぞれの地域おこしリーダー、地域の住民を交えて、こういっ

た懇談会を開催し、地域の活性化や相互交流に対する意見や提言をまとめ、で

きれば来年１月に開催されるシンポジウムの冊子に掲載などを考えております。 
それで、３ページ目は私ども大分県産業創造機構の事業のご説明としておりま

すけれども、私ども財団法人大分県産業創造機構は大分県の外郭団体ですね。

ということで、中小企業の支援というのが大きな、本来の本業でございます。

ただ、その中で、私ども研究調査課、上から総合支援課、地域産業育成課、研

究調査課と３番目にございますけれども、研究調査課の仕事と致しましては、

県の経済動向の把握や、将来展望等地域振興に関する調査ということで今回、

東国東地域、あるいは周南地域の地域振興に関する調査ということで、国土交

通省からこういった事業を受託していると、そういう流れになります。 
それで、本日の日程でございますけれども、４ページ、５ページ目ですけれど

も、実はこの資料は徳山でも使いました資料ですけれども、本日昼、１２時か

ら１４時までは徳山で徳山の地域づくり等されてる方々とワークショップを開

催致しました。それから、ＪＲ、連絡船乗り継ぎましてこちらに来まして、今
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祝島でワークショップを開催させていただいてるようなことでございます。そ

れで、５ページ目は徳山と祝島と一緒に資料掲載しておりますけれども、本日

のワークショップ参加メンバーの方々のお名前等、掲載させていただいており

ます。以上のようなことで、ワークショップ進行次第、１ページに戻りますけ

れども、１番の私ども財団からのご挨拶と、若干の資料の説明ということにか

えさせていただきます。 
それでは、２番目に移りたいと思いますが、自己紹介を国東側のからお願いで

きますでしょうか。 
三浦  こんばんは。今日はお世話になります。私、三浦と言います。そこに書いてあ
りますように、小学校の学校事務をやっております。現在、昨年度、今年と『東

国東地域デザイン会議』の会長ということで、やらせてもらっております。『東

国東地域デザイン会議』っていうのは、国東半島をどういうふうにデザインす

るのかというのがまずひとつ、それから後は、それぞれの地域おこしグループ

のネットワークをどうやって構築していくか、それから、どういうふうに宣伝

していくか、そういう部分でできている協議会です。で、中身は研修会と、そ

れぞれの団体の代表、それから会員等を集めて研修会を年に２回開催すると、

そういうことが主な中身になっております。で、今日は隣に２名みえておりま

すけれども、２人はそれぞれ地域おこしグループの会長さんをなさっていると

いう方です。私はそういう関係で、デザイン会議だけということで、詳しいこ

とはまた２人がそれぞれの団体の活動内容を紹介してくれると思います。 
丸山  国見町から参りました丸山と申します。仕事は、書いてありますように消防職
員でございます。で、国見町にうちの出先というか元の出張所がございますの

で、そちらに勤務しておるというようなことであります。『デザイン会議』の方

は副会長というようなことしておりますけれども。 
先ほどお話にありましたように、国見町で俗に言う村おこしグループの代表と

いうかたちでやらせていただいております。『９２３じゃあねえかい』というの

がありますけれども、『クニミ』というのは数字で『９２３』と書きます。で、

後はひらがなで『じゃあねえかい』と、単純に語呂合せですね。そこへんで、

いろんなことをちょこちょことやっておるというところであります。 
それ以外に、スポーツ関係も少しづつかじっております。国見では、体育指導

員というのがありますけれども、体育指導員の委員ということで、そちらの方

にも加担しておると。何かあれば、大概私の方が加わらないけんようなことで

やっているというようなことでございます。 
後ほどいろんなお話ができればなと思っております。よろしくお願いします。 

是松 こんばんは。私、国東半島の空港があります、安岐町という所から来ました。

私は安岐町の方で、『明日を見つめる安岐２１』という会がありまして、それの
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会長を今しております。そこで国東半島の１周トレッキングということで、２

泊３日で４０ｋｍの山道を歩くというのを年２回しておりまして、今年が２５

回、今度秋にありますが、それが２５回の記念大会ということで今準備をして

おります。毎年春と秋にやって、毎回４０人ずつくらい参加があって、お寺に

泊まったりしております。後でいろいろお話できればと思います。よろしくお

願いします。 
深田 では、木村会長さんよろしいでしょうか。 
木村 木村です。中学校に勤めています。國弘君が『祝島ネット２１』を一緒に作り

ませんかということでやらせてもらっています。祝島出身です。中学校の１５

年目になりますけど。祝島が好きで、昔あった山道など、今は通れなくなって

るんで草刈りなどして、それが主な活動です。よろしくお願いします。 
國弘 國弘です。よろしくお願いします。一応『祝島ネット２１』の言い出しっぺみ

たいなかんじにはなってますけれども、私はずっと関東の方に１５年くらい勤

めてて、２０００年、神舞があるちょっと前に祝島に帰って来たんですけれど

も、その前から祝島の出身者、僕だけじゃなくて、神舞のときとかに帰って来

て話すと、「なんかしたいんだけど、こういう場がない」って言うんで、「なん

かない？」っていう話を結構聞いてたりしたし、神舞のとき、年寄りが多いの

でなんか手伝ってやりたいんだけど、帰って来れば分かるんだけど、帰って来

るまでにそういう話が来ないから、なかなか手伝えないとかいうこともあった

りして、そういう祝島出身者で、外に出た人でも祝島のためになんかするって

いうのができないかなっていう意見がちらほらと聞こえてきて、たまたま僕が

祝島のホームページを作ったもので、そういう話が入ってくることが多かった

んで、帰ってきて、結局言い出しっぺということで、作ったんですね。２００

１年、神舞の次の年ですね。２００１年の１月１日にどうせならやろうという

ことで作って、私じゃちょっと箔くがつかないんで、木村先生に会長をお願い

して、私は事務局ということで立ち上げました。だからまだ１年半、もうちょ

っとで２年になりますね。また詳しい活動内容は後で。 
工藤 工藤百合子と申します。今年の３月までは私は青森県の黒石市のほうに住んで

ました。黒石市の教育委員会で社会教育指導員を５年間やってまして、今年の

３月１５日に社会教育委員のほうに任命されました。夫は郵便局員なんですが、

祝島の郵便局がひとつ空くということで、こちらのほうに希望を出しておりま

したら３月２６日に内示をいただきまして。というのは私自身が祝島出身でし

て、夫は青森県なんです。両親ももう２人とも送りましたので、まだ私のほう

の両親がこちらに健在ですので帰って参りました。そして、夫は決まったんで

すが、私はどうすればっていうことになって、まあ、教育委員っていうのは月

に１回会議があるだけだからということで、受けた以上は１年間くらいは続け
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なくちゃいけないって、そういうふうに思ってたんです。で、１ヶ月に１回青

森のほうと往復しようと思ってたんですけれども、そんな簡単な仕事じゃない

っていうことで、４月９日に辞職願いを出しまして、夫より１０日以上遅れて

こちらのほうに帰って参りました。４月からこちらのほうに帰ってきて、夫が

郵便局なんで、私も５月から非常勤で出てくれないかということで、５月から、

今、この郵便局勤務ってなってますけれども勤めてます。 
青森の黒石のほうでは、男女共同参画社会の推進のために、海外派遣、デンマーク、

ノルウェーに視察に行ったり、女性の船、青森から鳴海埠頭まで、２泊３日で参加

したり、いろいろそういうふうなところでむこうのほうでは活動してきました。で

すから、こちらのほうに帰ってきてからまだ６ヶ月なんです。そして、何も無いと

ころですので、じゃあ私もっていうことで、『祝島ネット２１』の会員に参加させて

いただきました。また後ほど。よろしくお願いします。 
深田 どうもありがとうございました。それでは、時間がこういう時間ですので、お

食事をしながらということでお願いしたいと思います。それで、私どもの方が

受託事業でやってるものですから、報告書を国の方に出さなければいけません

ので、写真を撮ったりしますがご容赦ください。それではよろしくお願い致し

ます。 
   では、この資料の６ページをご覧いただきたいと思います。これは、徳山と国

東地域の交通事情というか、そのあたりを書いておりますけれども。国見～徳

山間、これは全て自動車１台に人が１人乗って、片道ですけれども、通行した

ときの時間と金額、経費を書いておりますけれども。フェリーで国見から徳山

に渡った場合、時間は２時間だということで、このときフェリー代が車とドラ

イバー１名分なんですけれども、普通車は大体５ｍ以内なんですが、これが、

１１，５００円くらいかかると。じゃあ、高速道路等の道路を通っていった場

合はどうかということになると、国見から東九州自動車道とか中国自動車道、

山陽自動車道を経由して徳山まで行きますと、３時間４０分くらいかかるんじ

ゃなかろうかと。そのときに高速道路料金が７，８００円くらいと、ガソリン

代が２，７３０円かかるので、合計で１０，５３０円ということでございます。

これを比べた場合には、圧倒的に、時間的にはフェリーを利用したほうが国見

からは早いということにはなります。ただ、経費的にはあまり遜色ないと。そ

れと、車の場合ですと、通常、車にドライバー１名ということはあまり考えら

れないですね。何人かご家族連れとか３人、４人乗ってくれば、フェリー代の

ほうが当然高くなりますからね。そうなった場合は、車を運転して疲労はたま

るけれども、やはり来るまで行った方が経費的には安いのかなと。いわゆる、

人数が多くなれば、ですね。そういったことが考えられます。 
次に、宇佐～徳山間ということで、宇佐というものを入れてるんですが、宇佐
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市というのが東九州自動車道の通過点になって、要になります。宇佐市からで

すと、フェリーを利用すると２時間５０分。フェリー代が１１，５００円、ガ

ソリン代が２８０円で１１，７８０円ということです。高速道路を利用した場

合は、やはり２時間５０分。高速道路料金が７，８００円でガソリン代が２，

３８０円で合計で１０，１８０円ということで、宇佐市を起点に考えますと、

時間的には遜色ないですね。そんへんの費用等も、１，７００円くらい差があ

るんですが、そんなに変わり映えしないということです。もっとも、家族連れ

とかそういったケースを考えますと、車の運転の疲労はたまりますけれども、

高速道路を利用したほうが便利かなというようなことが考えられます。 
国見～徳山間のフェリーっていうのはそれほどメリットが無いというようなこ

とはありますけどね。 
それを裏付けるように、次の７ページの資料ですけれども、最近周防灘フェリ

ーの利用人員とか車輛数が、だんだん減ってきてるということで、ここは平成

６年から平成１１年までで比較しておりますけれども、その中の比較だけでも、

バスの台数ですね。これは団体旅行とかになりますけれども、バス台数で言い

ますと、５０％、マイナス５１．３％くらい減っているということです。乗車

人員にしても、３２．８％くらい減っているということになります。 
で、一番ピークのときに、平成３年なんですが、周防灘フェリーは大体２０万

人くらい利用があったんですね。２０万人くらい利用があったんですが、今は

どのくらいかというと、大体１０万人くらいということで、周防灘フェリー自

体の利用者数は、ピークの半分くらいになっているわけです。 
次に、８ページですね。大分と山口、このデータは徳山市さんともワークショ

ップをしたものですから、徳山、特に、来年の４月２１日に合併して周南市に

なるということで、徳山の２市２町と上関町、こちらをデータとして掲載して

おりますけれども。 
特に９ページを見ていただくと分かるように、大分県の中で一番高齢化率が高

いのは国見町なんですね。大分県の中でも高いのが国見町で３９．２％。こち

らの上関町さんだけで比べても、上関町さんのほうは４３．５％でかなり高い

と。で、先ほど國弘さんから伺ったところによると、祝島のほうは６０％超え

ているような状況であると。年齢構成はそういうようなことになっております。

次に、１０ページですね。１０ページは、祝島さんの方と直接的な交流は無い

わけではございますけれども、徳山市さん、周南地域の方とはいろいろ交流事

業をこれまでずっとやってきてるんですね。ここは書いておりますので、ひと

つひとつはご説明致しませんけれども、最後『周防灘３０カイリ潮の路県際間

交流事業』というものが、今回の事業もこの一環ですね。こういった事業を毎

年続けておりますが、今回は特に国土交通省さんの支援の下にこういった事業
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を実施している、こういう主旨の一環でやっているということです。 
１１ページ目は、『神舞神事』についてですね。これは、特に私の方がコメント

するまでもないことでございますけれども、この点、さきほど徳山の方でこう

いった繋がりがあるということを説明しました。一応、私の方からはそういっ

た交通事情とか、データの比較を若干させていただいております。 
それでは、次に４番目ですね。そして、先ほど自己紹介をしていただいたわけ

ですけれども、さらに一歩踏み込んで、詳しい地域づくり活動などを、それぞ

れの地元での活動内容について参加者のみなさんからちょっとご紹介をしてい

ただきたいと思いますので、じゃあ、丸山さんの方からよろしいでしょうか？ 
丸山 では、私の方から活動内容ということで。祝島さんは私が住んでる国見町、特

に『伊美別宮社』とは切っても切れない仲ということでありますので、４年に

一度お会いするということになります。当然、私も『伊美別宮社』の氏子でご

ざいますので、毎年指示がありましたら、伊美が全部で８行政区、伊美別宮社

の氏子の中が８行政区に分かれてますので、毎年お当番ということでお祭りを

するのに、１０月なんでもうすぐ始まるんですけれども、順番で回ってます。

後２年くらいしたら、私どものところがしますが、２００４年にあたるんかな

と思ってます。先ほどのお話にあったように、私も若い人たちの中にまだ入っ

ておりますので、当然表に出ることもなく、前回私の関わった別宮社のお祭り

では、賄い方代表ということでありますので、毎回飯を食って終わったという

ようなことになりますけれども。内容は決まっておりまして、品数とか全部決

まっております。別宮社の関係はそういったようなことであります。 
個人的には、先ほどお話しましたように、『９２３じゃあねえかい』っていう会

をしております。平成元年頃からなんですけれども、ちょうど目の前に姫島と

いう島がございますので、そこに「イカダで渡ろうやないか」っていうことで、

イカダレースというのを、一等賞金３０万円というレースを８回ほどやったん

ですが資金繰りに窮しまして、というような状況であります。この会は、何か

あると、まあ、世間で言う「つまらんこと」っていうか、とんでもないような

ことをやっております。 
観光パンフを今日お持ちしたんですが、ケベスの入った国見町のパンフを見て

お話したいと思います。それを見開きで開いていただくと、右のページの中ほ

どくらいに、『ふるさと展示館』っていうのが出てくると思います。岐部ってい

うところにあるんですけれども、こちらで、９月２３日は『国見の日』でござ

います。語呂合せで『国見の日』なんで、ライトアップをしようということで

ライトアップをしたり、そこでお月見をしようとか、そういうことをうちの会

でやっておると。先月はたまたまこの展示館ができまして５周年で、それも併

せ持って、『お接待』をやったりとかいうことで、うちの方の担当はライトアッ

 10



プというようなことでやっております。 
それから今年、去年からもう始めてるんですけれども、もうひとつ『みんなん

かん』っていう公民館みたいな学習センターを作ってますが、そこでクリスマ

スツリーとイルミネーションをやってますんで、今年もやろうとか、こういっ

た俗に言う「たいしたことない」「あほらしい」みたいなことをやって、自分た

ちが楽しもうかという話でありますんで、そういったグループをしております。

後は、先ほど言ったように、スポーツ関係、たまたま私が体育指導員してるっ

ていうことで、多分始めて２８年くらになるのかな、で、たまたま世間で知れ

てるところは知れてるんですけれども、国の施策の中で、『相互型地域スポーツ

クラブ』を作りましょうというようなことで、今全国的に展開されてますので、

それを国庫補助金をもらいながら、去年から取り組んでいるというようなこと

でございます。その内容っていうのは、週に１回以上、スポーツする人口を５

０％以上にしましょうよっていうのがあります。現時点では、２０～３０％の

間を行ってますので、少なくとも週に１回は、国民の半分が何かスポーツがで

きるような。で、当上関町祝島も関係してきます。２０１０年までに、全国各

市町村にはひとつはそういう『相互型地域スポーツクラブ』を作りましょうと

いうことを文部科学省が提唱しています。第１期政策で動いてますので、そう

いう形の中で、こちらの方も関係してくるんだろうというふうに思います。 
特に私の方で推進してるのは、去年からの事業では、『グリーンツーリズム』に

対抗しまして、『スポーツツーリズム』という形で今取り組んでいるところがあ

ります。スポーツを通じて地域交流をしようじゃないかと、で、学生さんが合

宿をしてくれたりすれば、うちの条件に適えば、宿泊、体育施設等を安くして

あげたりとかいうようなことでやってます。大学の学生さんが合宿する場合、

子どもたちにスポーツを教えてくださいというのが条件です。で、小さい子ど

もが遊びに来てすると、交流試合みたいなのをやってくれればそれでちゃらと

いうか、スポーツ施設の使用料を無料にするとか、宿泊施設が安くなるとか、

そういったようなことをやろうかなということで、実際去年も、ある大学が来

まして、合宿をして、その人たちが卓球部だったので、卓球を地元の人たちに

教えてくれたと。下の子が、小学校２年生くらいから、８０いくつのおじいち

ゃん、おばあちゃんまで来まして、卓球を教えてくれたと。ということで、そ

ういった形の交流を、来れば何か交流をしていただければ、何か生まれるんじ

ゃないかなと。たまたま卓球が流行りというか、結構国東では流行ってますの

で、そういったことをやろうかなということです。今、『グリーンツーリズム』

っていう言葉が非常に流行ったりしてるんですね。で、『グリーンツーリズム』

に対抗するのが『ブルーツーリズム』って言うんかな。海で交流しましょうよ

というのがまた新しい言葉で流行って来つつ、多分なると思います。それに対
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抗するものということで、『スポーツツーリズム』ということで、今私どもの方

は取り組んでいるというようなことであります。 
それにつけても、私も大変スポーツ好きですし、世間から言うと『村おこし』

なんですけれども、何が基本かと言うと、自分が一番楽しみたい、自分が住ん

でる町がどれだけ自分が住んでて住みよいか、ということをしたいだけの話な

んですね。特に、人にどうのこうの言うというか、まず一番に自分が楽しい町

じゃないと、自分が住んでておもしろい町じゃないと、人が来て何でおもしろ

いんかなっていう思いがありますんで、そういう意味でいろんなことに取り組

んでると。で、毎年落語家を呼んできて、落語の会をしたりとかいうことも実

はやってるんですけれども、そんなのも、自分が落語を聞きたい、テレビじゃ

なく、東京や大阪に行かなくても、自分町の、自分の目の前で、唾の掛かる距

離で落語っていったらどんなにおもしろいだろう、自分が聞きたいからじゃあ、

呼ぼうよって言って、好きな人が呼んで、集まって聞けばいいことで、そうい

う発想というか、僕自身はそういう思いでいろんなことをやってるというのが

現状で、そういうことで一応は終わります。 
是松 私は、先ほど言いましたように、安岐で、『明日を見つめる安岐２１』という回

をしております。平成元年に会ができて、それまでは安岐町っていうのはあん

まりイベントみたいなのは無かったんです。今回起こそうということで、安岐

町というのは細長い町で、一番奥に『安岐ダム』というのがあるんですけど、

そこでイベント『桜まつり』をやろうということから始まって、そして、国東

半島の自然がきれいだぞっていうことで、トレッキング、好きな人間が集まっ

てやろうということで、実際は春夏秋冬４回やろうということだったんですが、

ちょっと４回はスタッフがなかなか難しいもんですから、春と秋、２回、ちょ

うど新緑の季節と紅葉の季節ということで、いい時期を選んでするようになり

ました。そして、１４年経つと、結構いろんなグループが出てきまして、今、

安岐町では毎週土日、何かイベントがあるもんですから、結構大変です。 
で、安岐町のネットワーク、まあ、『デザイン会議』みたいなかんじで、安岐町

の中にもそういうのができてきまして、お互いに連絡しながら、この前も『ル

ーラルコンサート』っていうことで、安岐川を使ったコンサートをするグルー

プがありまして、そこのバックアップをいただいて、地元で有名なバンドが演

奏したりとか、夏の盆踊り大会を企画したりして、盆踊り大会が今年は多くて、

２日間続けて盆踊り大会が安岐町であったりとか、逆にやってもいいのかなと

いうようなそっちの方の不安が。地元でみんな集まってやるようにしてますね。

そういう面では起爆剤にはなったかなとは思ってるんですが。 
安岐町というのは先ほども言いましたように、細長い町で、その中に神経みた

いに川が走ってますが、その川を使ってレクをしようかなと、会長になったと
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きから考えているんですけど、なかなかできません。だから、上るレースって

いうことで、『下らんレース』をやろうと。川登ですかね。上りますから、下る

ことは無いですからね。それで、『下らんレース』をしたいなと思ってます。そ

ういうことを今、企画してます。 
最近、テレビなんかでも、川とかそういう環境問題についてコマーシャルが流

れることもありますし、結構川に興味を持ったりということで、学校の先生な

んかも、ほとんど学校のすぐ横に安岐町はよく川があるもんですから、川でみ

んな繋がるっていうか、そういうネットワークができればなと思って考えてお

ります。 
で、さっき言ったように、絶滅種なんかの『あかざ』とか、いろんな珍しい魚

もまだ、極少ですが生息してますので、そういうのを、大分県には『マリンパ

レス』っていう水族館があるんですが、そこの人も調査に来たりしてます。今、

安岐町はこれから、『川ガニ』の時期なんですけれども、それが、県外の業者が

いっぱい入ってきて、熊本とか、佐賀、福岡の方から泊まり込みで来て、網を

いっぱい仕掛けて、それが、一匹２００円ちょっとで売れるもんですから、根

こそぎ取って行くような雰囲気で、早く組合を作りたいなとみんなで話してる

んですけどね。それには、カニで生活をしてる人が実績を作らないとだめだと

いうことで、だから、そこの川で、今、『裸足で歩く会』とか、『鮎のつかみ取

り大会』とか、『川ガニ』を採って、町に『梅園の里』っていう研修センターが

あるんですけれども、そこで、『ガニ汁』とか『ガニみそ』の料理とかを作らせ

て、そこで供給するっていう形で、少しづつ実績作りを今してます。 
今、安岐町にはいっぱいいろんなグループが出来だしたから、それが楽しみな

んです。 
それと、僕なんか、もうひとつ、一番、ちょっと『神舞神事』とは違うんです

けど、大阪の住吉社のお祭りで、『川船』というのがあるんですけれども、豊後

高田ではよくお正月にあります、それは１月の境目、僕たちは６月、夏のちょ

うど境目のときに、これまでの自分の健康への感謝と今度夏へ向けての祈願と

いうことで、それは闇夜にするんですよ。旧暦の６月２９、３０日、闇夜に、

川にずっと火を焚いて、船が船団組んで上って行くんですけどね。それが結構

勇壮で、それが、３６年の水害とか、安岐川に空港ができた関係で橋が架かっ

たりしたもんですから、途中途切れてて、これをそのときちょうど僕が青年部

長だったもんですから、真似事をやって、正式じゃないもんですから、それで

みんなが発奮してくれて、今、町の方のお祭りとして取り上げてもらって、５

年目なんですけどね。でも、みんなやっぱり年をとって、昔は地区の祭りとか

いうとその地区が、ケアリーダーとか、役割分担があったんですけれども、人

がいないからもうちょっと出してくれって言われたりして、だから、町の祭り
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になったもんですから、公募してやっていこうと。それと、できれば子どもケ

アリングを作ると、親が空きますから、学校とタイアップしてやろうと思って

ます。以上です。 
國弘 子どもさんはまだまだたくさんいらっしゃるんですか？ 
是松 安岐町はちょうど、空港のある町なもんですから、企業が結構あるんですよ。 
國弘 じゃあ、若い人が結構。 
是松 多いです。地元以外の人だけで、子どもさんが、学校が、新しい感覚というか。

世の中変えて行くのは、若者か、ばか者か、よそ者かってよくねえ。だから、

しきたりとかをあまり意識しないで、ばんばん意見を言えるっていうのがいい

んじゃないかな。だから、いろんな面では、今はまだバランスが取れてるんで、

地元が少なくなってきたときにどうなるかっていうのはありますけど。まあ、

その人たちを早く地元民にしてしまって、引っ張り込んでいけば。小学校は、

今、約３００人、生徒数があるんですよ。小学校が５つあって、多いところと

少ないところとありますんで、小学校の運動会なんかになると、地区の運動会

みたいになって、子どもより大人の方が出る回数が多いというか。 
國弘 私らもそうですね。子どもが４人しかいないから。この前、深田さんがいらっ

しゃったときにちょうど運動会で、学校まで上がって来てもらったんですけど、

小学生が１人と、中学生が３人で４人だけなんで、大人の方が多いですね。で

も、子どもの方が結構競技には出るね。出ずっぱりというか。 
木村 競技は子どもの方が多いよ。競技数は。 
深田 でも、感心したのは、応援団が元気がいいんですよ。応援してる人は、平均年

齢７０から８０くらいでしょうか。で、参加してる人は、５０から６０ってい

うかんじでしたけど。元気がいいんですよ、ほんとうに。なかなかああいうふ

うな応援は、普通の学校の運動会じゃね。あそこまでしないなと。 
國弘 まあ、学校まで上がれる人は元気いいですよ。あの坂を上がらないけんから。 
深田 今、安岐町の子どもさんの数とかいう話が出ましたが、安岐とか武蔵は先ほど

のデータ資料を見ていただくと分かるように、５年間で増えてるんですよ。国

東でも、安岐、武蔵は空港の町なんですけれども、こちら非常に企業立地が進

んでおりまして、また、ベッドタウンというか、住宅開発のまとまったものが

されておりまして、この５年間では逆に人口が増えているというふうな状況に

なっております。国東から上、ここは非常に衰退していると言えば、衰退して

いるというか。 
丸山 国見が一番衰退してますね。人口も減ってますし。 
是松 昔、陸の孤島ってよく言われてたから、その分、内側でいろんな仏教遺跡のと

ころですから、逆に、今、使えてるというか。あんまり開発されてたら、今度

はおもしろくないですしね。 
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深田 では、国東側からのご説明は以上ということで。今度は祝島側からお願いしま

す。 
國弘 僕が基本的には丸山さんと同じで、自分で楽しめるようなイベントとかってい

うのをやるのが自分としてはそれをやってるんですよ。だから時々、好きなこ

とばっかりやってるって言われることはありますけど、仕方ないんですよね、

それはね。 
で、年間で言うと、まず、『遠足』、祝島の山を歩く遠足です。昔はちゃんと道

が通ってて、僕らが小学校くらいですね、その頃は裏の方までちゃんと道があ

ったんだけども、今は山で働く人が年を取ってきて、段々少なくなって、人が

通らなくなったんで、道自体が藪になって無くなってるんで、それを刈るのは

木村先生が主にやってます。遠足は冬と春と秋、年３回ですね。夏はちょっと、

蛇が出たりするんで難しいんで、最初は春と秋って言ってたんだけど、正月に

帰ってくる人がいるじゃないですか。そういう人が参加できるようにっていう

ことで。 
後は、山の上に、イラストマップを見ていただくと、行者通り、祝島では行者

様って言うんですけど、役の行者様の御堂があるんですよ。そこにお正月にお

参りする人がいるんで、みんなでそれを参りに行こうっていう。で、冬もその

遠足ができたんですけれども、３回遠足やってます。で、春はちょうど花見、

祝島は山桜が結構きれいなんで、その花見をやって、秋はいろいろ実を採りな

がら、っていうかんじで。だから、島のおばさんなんかは結構参加されるんで

すよ。知らない間にいっぱい持って帰ったり、僕らは何もないのにおばさんら

は収穫が多くかったり。そんなかんじで３回やってます。 
木村 桜はよそから来た子どもらもおってねえ、花見のときは多かったねえ。 
國弘 あとは、先ほどちょっと冊数が少なかったんですが、マラソン大会、これは夏

のイベントということで、『祝島不老長寿マラソン』っていうんで、今年２回目

になりました。１００人以上、こちらで受け入れできるぎりぎりいっぱいくら

いまで参加して。去年初めてだったんで、あちこちで宣伝したんですけれども、

今年はあんまり宣伝しなかったけど、やっぱり集まりが多かったですね。去年

はＫＲＹ（山口放送）のラジオに出たり、中国新聞とかに載せてもらったりし

たんですけれども、今年も新聞は載せてくれましたけれども、リピーターの方

が３割ちょっとで。去年は僕がちょっとした知り合いだった宇佐見さんに来て

もらって、色紙も書いてもらったんですけれども、宇佐見さんがわざわざ東京

から自費で、招待選手、招待はできないんですけど、自費で来てくれませんか

っていことで、来ていただきました。それをやって、そのときはやっぱり、遠

足は僕らが何人か行けばいいんだけども、マラソン大会になってくると、給水

とかいろいろ、いっぱいボランティアが必要ですよね。それを、島に帰ってき
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た人もいるし、だからお盆前にやるんですよ。お盆前はまだ、帰れる人は帰っ

てボランティアをしてもらえるし、島のおばさんらも子どもらが盆に帰ってく

るから、その前だからまだ手伝う余裕があるっていうかんじで。で、遠くから

も来やすいじゃないですか、お盆の前くらいだから、何とか休みを取ったりし

て来やすいということで。一部では、「暑いのに何でこの時期に」とか「倒れる」

だの何とか言う話も結構言われたんですけど、そういういろいろな面から見た

ら、やっぱり８月にやるのが一番みんなが集まれるし、来た人もその後泳いだ

りとかできるから、いいかなとか思ったんですけれども。ただ、午前中だから

まだそんなに暑くはないんですけどね、坂登るところはね。下を走って帰って

くる頃は暑くなってますけど。まあ、何とか今まで、怪我人、病人出ずに２回

はやりましたけど。今年は初めてリタイアが１人だけ、島の出身者が途中で家

に帰って、ちょっと残念だったんですけれども。 
   後は、いろんな活動というか、細々とした、ベルマーク集めたりとか、会報、

ほんとは最初から作りたかったんだけど、なかなか手間がかかるっていうんで、

やっと今年から作るようになりまして、今第２号、今月第３号を出さないとい

けないんですけど、まだ原稿が全部集まってません。で、原稿は基本的に『祝

島ネット２１』の会員の人で、祝島に住んでる人もいるし、大阪とか東京とか

あっちに出てる人もいるし、それぞれの得意分野とか、興味のある分野、歴史

とかだったら、祝島の歴史の話を書いてもらうとか、魚の話を書いてもらうと

か、植物の話を書いてもらうとか、その人その人の得意なことをやってもらう

っていうかんじで、基本的には『祝島ネット２１』の活動自体が、僕は、その

人ができることをやってもらえばいいと、何でもかんでもやつ必要はなくって、

できること、やりたいことだけでもやってもらえば、それをみんながちょっと

ずつやれば、結構いろんなことができるかなっていうふうに思ってるんですよ。

だから、会報もそんなかんじで、僕が全部書けないっていうのもありますけど、

みんなに原稿を出してもらって、まとめは僕がやって、会報って形でやってま

す。 
木村 パソコン持ってない人も会員におるからね。 
國弘 ホームページとかもあるんだけど、それも見れないとか、メーリングリストで

「こういうことやります」とか、「これについてどうですか」とかいうのはやっ

てはいますけど、やっぱりパソコン持ってない人も会員としているんで、郵便

で情報を共有できるような形を何か考えなければいけないなって、去年からず

っと言われてて、やっと今年になってそれが実現しました。今は年４回の予定

で、まだ２回しか出してないんですけど、その予定でやってます。そういうか

んじですかね。マラソン大会なんかは島のおばさんたちとかも結構、みんな手

伝ってくれるんで、まあ、手伝ってもらわないとできないっていうか、あちこ
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ち協力してもらわないとね。 
木村 大体マラソンいうのはその地元のもんがやる形でしょう。それが、外にいる人

が帰って手伝ういう形が新しいなと。 
國弘 だから、やった人も、なかなかそういうのをやる機会っていうのがないじゃな

いですか、結構楽しんでくれたりとか。 
是松 ボランティアっていのが結構今ね。だから、都会にいたらなかなかそういう機

会がなくて、いなかに来ればいいですよね。 
國弘 人数が少ない分、ひとりひとりの力が重要になりますからね。 
三浦 そうですね、それはありますよね。 
是松 いなかに行けば行くほど、人間の価値っていうか利用価値も高くなってきます

よね。 
國弘 ひとり分のね。やる仕事が多いから。 
是松 都会じゃ、価値が薄まってっていうか、多いから。 
國弘 やっぱり、島っていうのが、離れても強く引き付けるものっていうのはみんな

思ってるんですよ、どっかで、今祝島はどうなってるんかなとかね。 
是松 そうだと思いますね。やっぱり、ふるさとの活気があると帰ってきても楽しい

し、何かあるとやっぱり気になるし。祭りが段々少なくなっていくっていうの

はそこが、地域の人間の数が減ったりっていうのがね。 
國弘 そうですね。祝島でもやっぱり、昔からあった祭りっていうのが数的には少な

くなってますしね。『神舞』だけは、一番盛り上がる祭りですから。あれだけは

何とか続けて行きたいなと。 
是松 あそこの港のところなんかに家を建てるんですかね。 
國弘 港というか、このへんの浜辺に今建ててますけど。あそこは前に埋め立てした

んですよ、そこに今建ってるんですけど、前は埋め立て地じゃなかったから、

昔は畑を潰して、そこに建ててたんですけど。 
是松 ４年に１度の祭りっていうのは、逆にまたね。 
國弘 だから、毎年やると辛いんですよね、これ。結構。 
三浦 毎年は辛いですね。 
木村 だから、江戸時代から藩を超えての交流が続いてたいうことですごく全国でも

稀な。 
國弘 そうですね。オリンピックより長いっていうか。でも、元々は４年に１回ってい

うふうに決まってたわけではないみたいなんですね。占いで、次はいつやるっ

ていう、４年後だったり５年後だったり、まあ大体なんで５年後６年後があっ

たかどうかは分からないんですけど。だから、占いで決めてたらしいんだけど。

今はもう４年に１回っていうかんじで。で、僕らが子どもの頃はまだ旧暦の８

月だったから、９月になったこともあるし。でもそれだと今帰って来れないじ
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ゃないですか、なかなか。だから、お盆のすぐ後、お盆中は今度大分県から来

てもらわないといけないから、向こうの人が離れられないとかいうのがあるん

で、ぎりぎりのところでお盆が終わったらすぐ『神舞』をやるっていうかんじ

でやってます。 
木村 吏楽師の方ももう年取って、なかなか大変いう話をよく聞きますけどね。 
丸山 少なくなりましたよね。後継ぎが無くてちょっと困ってるっていうのは聞いたこ

とあります。 
木村 賄いやりよったんですか。 
丸山 任せてください。 
木村 こっちでも来られた人は、婦人会の方でね。 
國弘 おばさんたちがみんな賄いをやってます。 
丸山 ある意味では、祭りそのものもどんどんリニューアルしていくべきなのかなと

僕個人的には思ってるんですけどね。現代風に合わせるっていうか、昔からや

らなければならないことはやらなくてはいけないのかもしれないんだけど、あ

る部分、人手が無いのに無理する必要はあるのかなっていう時代時代に合わせ

ていけばいいのかなっていう部分を感じなくもないんですよ。段々、うちの地

区もどんどんどんどん人口が少なくなって来たじゃないですか。で、私の父が

死んで、ちょうど今年で１７年目なんですけど、もうそのときから世代交代で

すよね。私なんかの世代の年になって、準備に出るじゃないですか、今まで１

７年間経ってもまだ一番若い衆、何があってもまだ若い衆、いつまでたっても

下働きから上がれないという厳しい現状も実はあるんですよね。昔の人に聞く

と、自分くらいの人はもう上の方で、もっと若い人が使い走りのような時代で

しょう。そこへんがちょっとおもしろいのかなという気はしますけど。 
工藤 そうですね。やっぱり何でも私もそうだと思います。昔のままって決して私はい

いことだけではないと思うんです。やっぱり新しいものをちょっと捉えて、今、

リニューアルって言われましたけれども、そして、受け継がれて行くっていう

かね。住まいでもそうであって、今の生活にマッチしたというか、自分たちの

気持ちにマッチした住まい方をするっていうことが大事でないかなと私もそう

思います。だから、ある意味で私祝島にこの度４月で帰って来ましたけれども、

ものすごくがっかりしたっていうのは、いろんな意味でいっぱいあるわけです

けれども、自分が生まれて育った、１５歳までここにいたわけですけれども、

それと全く変わってないわけですよね。で、変わってないことがいいことかっ

て言ったら、私は決してそうではないと思うわけ。やっぱり、少しづつ良く変

わって行くっていうことが、大事でないかなっていうふうに思います。だから

これは、何にでも通じることではないかなってそういうふうに感じてます。 
深田 そえれでは、すみません、次のステップに。一応形を踏まないといけませんの

 18



で。第５ステップに入らせていただいて。互いの地域に対する理解とか認識、

関わり等について、これまで、国東の方ですと、周南等山口県にどういった関

わりがあったか、何度来たかとかですね。で、逆にこちら、祝島の方から大分

県の方にどの程度いらっしゃたことがあるとか、何か参加されたことがあると

か、あるいは観光地ですね、どういったところに行ったとか、いうようなご体

験等あれば、お伺いさせていただきたいと思いますので、まずは三浦会長さん

からそのへんのこれまでの周南とかどのようなご体験をされたかお願いします。 
三浦 そうですね。先ほどマラソンのお話が出たんで、それに関係すると言いますと、

防府マラソンに３回ほど。 
國弘 防府って、結構エリートじゃないと出れない大会ですよね。 
三浦 もう、前に出ましたけれども、そういう形で第２回目ということで、頑張って

るっていうのがすごく楽しいとね。問題は宿泊の関係で人数がどうしても制約

されてしまうっていうのが少し寂しいかなっていうような気はしますけどね。 
   で、私も国東にいるんですけれども、正直言って祝島の『神舞』私も初めて知り

ました。安岐町はトレッキング、『安岐２１』がトレッキングをやってるんです

けれども、それに参加して、初めて地元のいろんな部分を、歩いたときに初め

て分かる部分はすごくある。で、それと同じように、私たちもいろんな伝統行

事があるんだろうけれども、それをお互いに知らなくて過ぎ去って行ってる部

分がすごくあったんだなっていうのを今回のこれで、私初めて知りました。で、

『神舞』というひとつの行事で、国東半島とここは繋がってたっていう、そう

いう部分を大事にして、国東半島は仏の里っていうネーミングで売り出してる

んですけれども、そういう中で、そういう部分も含めながら、お互い交流をど

うやって深めていったらいいかなとか、そういう部分をこれから先ずっと考え

て行ければいいのかなというのはあるんですよ。で、国東の場合、姫島もそう

ですし、国見もそう、それから武蔵もマラソン大会、トライアスロンやってま

す。で、安岐は是松会長さんもご尽力されておるんですけれども、瀬戸内女子

駅伝、先日、昨日の日曜日にあったんですけれども、そういう形で、そういう

部分で繋がりっていうんですかね、共通点はすごくあると思うんで、 そうい

う部分をお互いの中で共有できて、そして、じゃあ、国東半島の方からは『神

舞』をてごにして、こっちを知る。それから、祝島の方は国東半島の仏の文化

みたいなものを知っていただくっていうんですかね、そういう交流ができたら

僕はもう最高じゃなかなと思うんですよ。そして、不老長寿マラソンというよ

うな形もね。 
國弘 お互いに参加したら面白いでしょうね。 
三浦 そうですよね。で、富籤は結構いいんですよ。今年で３０００名くらいの一応

申込みがあるっていうような形で。去年は２５００くらいだったんですけど。
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それで、こちらの方は若干人数的に制約があるから、ある程度枠をセッティン

グしてもらう、例えば特別枠で１０名程度なら絶対出れるみたいなね、そうい

うような形でも、お互いにできると、すごくお互いにいい意味で交流ができて

いいじゃないかなと思うんですよ。是非、そういう機会が設けられたら。 
木村 国東から例えばフェリーで来て、そのフェリーを停泊させてそこに泊まるいう

のもできるもんね。 
國弘 先生も言いよったんですけど、あそこにフェリーを泊めて、それに泊まらせり

ゃあいいっていうね。でも、海が荒れるとね。基本的に夏は波が悪いことは無

いんですけど、今年はちょっと異常だったね。あの前、１週間くらいずっと波

が高かったんですよ。 
是松 台風のできるところがちょっと最近変わって来たからね。昔はフィリピンの向こ

うから来てたけど、東の方からずっとここに来て。 
國弘 定期船が途中に駐車場があったと思うんですけど、あそこにつけられんとか言

う話が出てきて、あれは普通じゃなかったね。 
是松 それか、テントかなんかね。 
國弘 テントの人おったかね。 
木村 今年はいなかったけど、去年はひとり。そういう人ならいくらでもいいんですけ

どね。 
是松 テント村とか、公民館とか。 
國弘 公民館がね、ちょっと宿泊とかで使えないんですよ。 
三浦 それとか、学校の体育館とか。来年中学校が閉校になるんだったらね。 
國弘 網戸が無いから蚊が多いからね。ちょっと僕は無理かと思うんですが。 
三浦 広島のソウリョウ町のカソサカに会員になってて、あそこに１度行ったんです

よ。そのときに行ったら、あそこは廃校を利用して、宿泊施設に変えてるんで

すよね。だから、教室に手作りの二段ベッドを設置して、ベッドは畳１畳くら

いでちょっと狭かったんですが、そういうふうにもし可能であれば、そういう

かんじでできれば、いろんな形で。 
國弘 いろいろ考えれば、もっと人を増やせるのは増やせると思うんですけど。 
木村 来られる人の幅もあるんですよね。そういう人もいいけど、やはり夫婦連れで

一緒にってなると、旅館を希望しますから。 
國弘 で、祝島に来るんだったらおいしい魚を食べたいとかいうのもやっぱりあるん

ですよね。 
丸山 僕は逆にむしろ、ここでやるんだったら、祝島でやるんだったら、もう限定１

００、もう１００しか受けない、その方が、むしろ希少価値が逆に生まれるの

かなって僕自身は思うんですよね。もうキャパ１００なんだから、１００なん

だよと。だから、１０００人来ようが２０００人来ようが、逆に言うとプレミ
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アチケットですよ。申込みたい人が５００人、１０００人いても、１００しか

泊まれないとなると、１０分の１の確率でしょう、プレミアチケットですよ。

逆にそのくらいの価値観論があった方がおもしろいのかなというふうに。まあ

今、中で言ったように、無いものを逆手なんですよ。無いから、もう１００し

かできないというか。３００人来ようが１０００人来ようが１００００人来よ

うが絶対枠があるんやと。これで、出たいと言って当るっていうのはすごい価

値があるんだぜっていうのがむしろおもしろいのかなってね。記念のＴシャツ

作るのに、これが１０枚しかないって言ったらもうよっぽど運がよくないと当

らんような感覚でしか揃わないよっていう話。このＴシャツはすごいよ、出た

人でないとくれないよっていう話であればね。 
三浦 『富籤マラソン』は七福神、あれで１年ずつずっとやってます。 
國弘 七福神が一人づつ変わるんですか？ 
三浦 そうそう。だから、７回出て初めて全部揃うっていうね。で、その次は全員が

載るとかね。そういうようなかんじでやったんですけど。そういうのが、もし

かしたら、祝島の何かになぞらえて。 
國弘 『不老長寿マラソン』いうのは、祝島に不老長寿の実があって、それを秦の始

皇帝が日本に探させに行って、その徐福っていう人が祝島でそれを見つけたと

かいうくだりがあって、そこから『不老長寿マラソン』って付けたんですよ。

マラソンのＴシャツは祝島出身のデザイナーやりよる人がおって、その人に頼

んでいつも作ってもらってるんですけど。その徐福関係の。去年のはよかった

んだけど、一部にすごい受けて一部にはすごい顰蹙だった、去年は。今年は割

合みんなに受けるようなかわいらしいのを。僕らはすごい気に入っちょったん

だけど、木村先生の奥さんが気に入らなかったみたいで。で、奥さんの要望で

今年はかわいらしいのを作ったんですけどね。 
深田 ちょっと、話の流れを元に戻させていただいて。次は丸山さんからどうぞお願

い致します。 
丸山 はい。私も似たようなことなんですけれども、接点で言えば、『神舞』ていうの

がありますね。折角の接点があるんで、これをどう使うかですね。私の方から

すれば、確かに『神舞』そのものっていうのは大事なものだと思うんですよ。

これをもっと世間に売り出して、金儲けしようという考え、ずるい考えなんで

すけど。で、私自身はほんとに生まれて初めて祝島に、まあ、祝島はある程度

知ってるし、４年に１回行くっていうのは地元の者ですから知ってましたし、

行ってみたいっていう気はありましたけど、なかなか行かせてくれないってい

うか、お前ら若い衆はまだいいやろうとずっときてたんですけれども、来て、

「こんなところなのか」と初めて認識をしたようなところなんですけれども。

折角の接点はあるのでこれをどれだけ使うのかと、良い材料があるんなら、良
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い材料を骨までしゃぶって、何かこう考えたらいいのかなと。だから、先ほど

お話にあったように、フェリーをチャーターするのもいいでしょうし、こんな

におもしろいんだから、４年に１回でオリンピックのような希少価値が出てる

んですよっていうことをもっと売り出して、じゃあ、それに観光をひっつけち

ゃおうよとかいう話なんですよね。是が非でもここで、上陸してするのも希少

価値でしょうし、景色を見ながら散歩、それこそトレッキングみたいなかたち

で参加させてまわるのもおもしろいでしょうし、そこへんのところをいかに上

手に売りをするのかなという気はありますよね。そうすると、それなりの接点

が増えてくるのかなという、逆もまた真なりっていうことですよね。こちらか

ら行く、こちらに来る、そこへんのところをどう持って行くか、っていうこと

なんですよね。特に、徳山の方にはたまたまフェリーが２時間なんですけれど

も、今日ちょっとお話したんですけど、今２時間っていうのは非常に長く感じ

ますね。昔、徳山に彼女がいたときに、徳山に行く２時間がすごい短く感じた

ような気がしたんですけど、今は時代の回転が早い、そのものが早いんで、２

時間というのがほんとに長く感じてますんで、その２時間をどう利用するのか、

それでここまで来るのにどう持って来るのかっていうのが非常におもしろいの

かなって。策はいろいろあるのかなっていうふうには思いはしたんですけど。

で、今日初めて定期船って言うんでうかね、船に乗ってここまで来たんですけ

れども、あの中でも、ほとんどの人が地元の人だったんだと思うんですよ。外

部の人は我々５人くらいかなっていうふうに思ったんですが、これがシーズン、

今がオフシーズンとは思わないんですが、シーズンになり、それなりに人がた

くさん乗るときがあったら、もう少し祝島のビデオを置くなり、テレビを置く

なり、アナウンスかけたり、途中で景色がいろいろ変わりますんで、大分県で

は見れない海岸線なんかもあるんですよ。で、あれはどんな岩だとか、いろい

ろ地元では名前が付いてると思うんですよ、あれが何岩だとかですね、そこの

説明が流れてくると、非常に乗ってて楽しいのかなっていうふうには思ってま

す。来る途中はずっと思ってました。だから、そんなかたちでいろんな価値が

生まれてくるのかなと、だからそれを逆に利用すると、大分県の人間も行って

みようかなと思ったりもするし、そんなことを多いに利用していくっていうは

どうなのかなと。ほんとにばかばかしい話なんですけれども、こちらでも徳山

でもお話してるんですが、ほんとに実際僕らがしようかなと思ったのが、のろ

しを上げようかと。火を焚こうと。大きなのろしをどんどん上げて、見えたら、

例えば国見からのろしを上げるじゃないですか、そして、見えたぞってなった

らこちらの人がまた火を焚いてくれるんですよ、で、見えたのか、すごいなっ

てただそれだけの話なんですけれども、そんなばかばかしい、昔の人はそうい

うことで通信をしてたのかなととかいう意味合いのことで、自分たちの思いが
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煙というひとつの方法で届いたのかとか、で、答えてくれたとか、徳山の人に

もこうやって送ったら、ああ、届いたとか、届かないとか、そういうばかばか

しい話がほんとにそれの方がおもしろいのかな、今の時代にマッチしてるのか

なというふうには思ってます。で、ほんとにやろうかなっていう話で、話が出

たんですが、とりあえずはイカダレースを僕らがやってるときに、いや、姫島

に行くんじゃないと、祝島までいっぺん行ってみようやという実は話があった

んです。だけど、イカダで祝島まで行きつかんぞっていう話になって、でも行

かんとこの話はできんぞっていう話が実はあって、それがちょっとぽしゃった

んで、棚上げの状態になってるんですけど、実際にあった話で。 
國弘 いや、実はカヌーで姫島まで行く言う話はあったんですよ、２人の間だけで。

まだ実現はしてないんですけどね。去年はそう言いよったんですけど、去年、

ここから光市のムロズミまで行ったんですよ、カヌーに２人で乗って。来年は

姫島とか言いよったんだけど、まだ行ってないけど。 
深田 サポーターがいないとだめでしょう。厳しいんじゃないですかね。 
國弘 そんなことないでしょう。何かあったときは大変かもしれんけど。天候次第で

すね。 
丸山 だから、僕はもうずっとイカダ作って、で、漁船で横ついてもらって行こうや

っていう話をしてたんですけど、人間の方がもたないやろうなっていう、だっ

て、ずっと漕ぎっぱなしでしょう、漕がないと潮に流されてしまうから、イカ

ダはなかなか進まんから。で、上陸して、そんな話をして、よし、何月何日の

何時ごろから火を焚けと、それで合図をやろうと、で、上がったみたいな話で

するとおもしろいのかなと。昔の原始的な世界っていうのはこんなもんだった

んかなと、インディアンののろしじゃないんですけど、そんなのもおもしろい

んやないかなという話は実際あった話なんで。そういう素朴な交流みたいなの

の方がおもしろいのかなっていう気はしますけどね。 
木村 僕はいつも、土日、釣りに出よるんですよね。出たときには、姫島、国東を一

番見るんですよ。島影として。今日は見えるなとか。見える日、見えん日あり

ますよね。で、１０年くらい前か、姫島には３、４回行ってるんですよ。泊ま

って。宇部でマラソンがあって、そのあくる日に姫島に行って、春休みだった

んですけどね。で、姫島から向こう見たかんじと、こっちと大体似てるんです

よね。でも、向こうの方がすごい、いいなあ、思うのはありますね。ひとつは、

村でしょう。村がまとまって、いろんなことをいろいろやれる言うか、あれが

すごいなって思いますね。で、姫島で僕が感じたのは、特産品が無いな思うた

んですけどね。まあ、祝島なら特産品作るのはやっぱり大事かなと。ただ、向

こうはいろんな待合室もいっぱいできて、いいのがあって、そういうのがあれ

ば、すごい売れる体制がすごいできてるんですよね、いろんな形で。貸自転車
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あるし。そういう面で、ああすごいな思うて。姫島は、やっぱり注目こっちで

してる島なんですよね。意味もあるし、結構。これで見たら、１２０分じゃけ

ど、ここの清水丸なら６５分なんだよね。柳井と一緒なんですよ。だから、そ

ういう交流言うのは、やっぱりすごい近い、海を通せば近いんですよね。『神舞』

でも姫島丸来るんですよ。毎年、毎回。で、見て、帰って、上陸したときもあ

るんですけどね。あの波頭の先を壊したのも姫島丸。こうちょっと狭いから。

フェリーは滅多に来ないから。だからそういうかたちでの交流というか、昔な

らあったもんです。だから、のろしだって絶対あったはずですよ。向こうの方

にムラカミスイグンノシオがあった言うから、上げれば必ず見える、晴れた日

なら見える、だからのろし言うのは今おもしろいな思うて。 
丸山 今日は『神舞』だから行くぞとかね。 
木村 絶対何かの合図はあったと思いますね。無線も無い時代にね。島におったら、

海関係でいろんな発想が出るような、たまたま秀人君もカヌーが好きで、同じ

頃僕もカヌー買ったんですよ、組立て式の。僕がちょっと早いくらいやったか

ね。それで、１周したりね。で、マラソン、ランニングも結構、今膝が痛いん

じゃけど、結構するんでね、そういう共通点も。トライアスロンも年に１回は

やりよるんです。 
國弘 泳ぎが全然できんかったね。他は勝てるかもしれんけど、泳ぎはねえ、なかな

か。 
木村 ああいうのにカヌーを入れたりでもしてもいいかなって。この向こうのあそこ

から水泳大会もできんかな思うてね。３．５Ｋｍか４Ｋｍくらい。 
國弘 結構きついですよね。で、波もあるし。 
三浦 だって、佐伯が２Ｋｍないくらいやから。でも、やっぱり流れはきついんじゃ

ないですか？ 
木村 船で伴走してもらったけど、結構流れはきついね。サメが一番怖いね。だから、

いろいろ考えればできることはありますよね。この、『潮の路』言うのもすごい

いいな思うて。名前がね。 
國弘 やっぱり祝島とか、あんまり景色はいいと言えばいいんじゃけど、結構あっと

言う間に終わるかんじなんですよね、狭いからね。だからあんまり観光言うか

んじよりも、何か祝島に来て体験する、何か体験をして、っていう方が楽しめ

ると思うんですよね、祝島は。で、山歩きでもいいし、海を泳ぐんでもいいし、

カヌーでもいいし。 
丸山 スナメリは見れるんですか？ 
國弘 時々見れますよ。 
木村 時期によりますかね。あと植物もあるしね。 
國弘 さっき言った、島のガイドができるようになりましょうっていう活動もやって
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て、僕らも参加するんですけど、僕はあまりそういうの苦手な方だから、なか

なか覚えられないんだけど。ミナミ先生っていう、山口県の植物学会の一番偉

い人、山口県の会長、その人に２回来てもらって、僕も行ったんですけど、島

のいろんな珍しい植物、祝島独特の植物っていうのがやっぱり多いみたいなん

ですよね。 
工藤 この間、私のところに青森からお客さん来たときに、どういうふうなことを言

われたかっていうと、星がすごくきれいじゃないかって、祝島から見る星がね。

だからそういうふうなこともやったらどうかっていう話が出てたんですよ。 
深田 すみません。すでに交流のところにいっておりますが、基本部分はまず、お互

いの地域に対するこれまでの経験とか、そういうところですから、ひとつずつ

踏まえてひとつよろしくお願いします。 
國弘 じゃあ、私も大分県に。実は、６ページのこの図のこのルートは、僕が小学校

のときの修学旅行のルートなんですね。徳山までバスで行って、徳山からこの

フェリーに乗って、大分に渡って、宇佐神宮行って、阿蘇行って、この北九州

を通って帰ってきたんですよね。まさしくこのルートを小学校の修学旅行で行

きました。で、中学校もこれだったんですよ。中学校はほとんど同じ。小学校

は北の方だけなんですよ。中学校は長崎と熊本とあっちの方まで足を伸ばすか

んじで。だから、大分自体はその後、大学生のとき、バイクでツーリングに行

ったりとか、阿蘇とか別府とか行きましたよ。別府の温泉の中で写真撮ったり

ね。結構、大分県は行ってますね。国東半島としては、修学旅行のときに通っ

たくらいなんですよ。 
深田 じゃあ、西の方ですね。東の方に来たことはないんですね？ 
國弘 松山からだったから、松山から別府っていうのはありますよね。あれで行って、

阿蘇の方走って、宮崎とか行って。高千穂も行きました。 
深田 では、宴たけなわとなっておりますが、最後のところですね。６番目、相互交

流に対するアイデアと、いよいよここが本題ですけどね。それぞれの地域の活

性化策というか、いろいろ今ご発言があったわけですけど、相互交流っていう

観点から、何かご提案とか意見とかございますでしょうか？ 
三浦 さっきから話してるように、いろいろ共通点はあるわけだから、要はそれをど

ういう形で具体化していくか、そこが一番難しい部分になると思うんですよね。

先生が姫島に何回か行かれたっていう、そういうのをいっぱい広めてもらう以

外にちょっと、難しいかなっていう。僕らはやっぱり、ほんと祝島を知らない

人の方が多いと思うんですよね。それを、ほんとに広めて行かないと、そこで

の接点が、ほんとに話しだけの接点で終わってしまうという。 
木村 だから、感覚的には、祝島は柳井と同等距離に国東港があるんですよ。だから、

向こうはそうでもないと思うんですね。だから、徳山経由でなきゃ来れない、
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ここに来る気があるか無いかは分からんですが、でも、来ようと思えば来れる

ところなんです。だから、『神舞』のときに来ようと思えばフェリーで来てる人

はおるんですよね。そこの国東の伊美神宮周辺の人は１００人くらいのフェリ

ーじゃったかね。だから、上陸するかどうか言うのは１回目、２回目は上陸し

たね。そういう交流はあるんですけれども、あまり広がっては多分ないと思う

んですね。だから、感覚的には島の者は近い感覚なんですよ。国東半島の両子

寺、あそこ僕も上がったことあるんですけどね。あれが見えるんですよね。だ

から上がったらあれが両子寺言うのは分かるんですよね。だから、そういう感

覚をこう広げると、交流はやはり広がるんじゃないかなと思いますけど。まあ、

マラソンもあれじゃけど。いろいろ、１回行ってみるとね。 
國弘 だから、ここだったら、こう回って来るよりも直接こう船で行った方が近いし。

やっぱりあれですよ、大分の人じゃなくても、徳山とかあのへんの人でも祝島

言うたら、ものすごい行くのが大変なようなイメージがあるんですよ。僕らか

ら見たらそうでもないんですよね。すぐ行けるところですからね、徳山なんて

いうのは。 
木村 夏にカヌーで来てる人がいて、６時間くらいで大分に渡ったみたいです。ここ

で、２、３日泊まったみたいですよ。だから、ここに来て、ちょっとしけたみ

たいなんですよ。だから島の人が泊まれ言うて、餞別を１万円あげた言うてま

した。で、出発して、６時間以上経ってからでしょうね、電話があって、着い

た言うて、そういう、やっぱり昔の人はそうでしょうね。そういう感覚で。だ

から、のろし言うのは絶対いいですよ。のろしは。 
國弘 結構祝島の漁師さんなんか、向こうに行ってますから。別府の温泉に入ってく

るとか言って、漁船で行ってますよ。 
木村 親父らはよう行きよったんですよ、太刀釣りとか。 
三浦 じゃあ、こっちからは結構あるけど、向こうからの方がかえって、僕らの方か

らの、やっぱりコンタクトを取らないっていうか。 
木村 絶対そうですよね。こっちからは他方、３６０度、ありますからね。でも、向

こうにとっては、地元の方の見る言う目が、山もあるし、だから、島の者はや

っぱり見ますよね。ちょっと霧でもあったら、島に帰るのが松山に着いたり言

うのはありますからね。だから今、エンジンがあるから、もうすぐ着きますか

らね。ちょっと間違って２時間走れば、もう四国じゃから、九州でもね。 
三浦 距離的には、ほとんど等間隔の位置に恐らくあるようなかんじになるんかもし

れないけど。 
工藤 でも、私なんかの感覚からすると、国東半島って、山道の近いけれども未知の

国って言えばおかしいですけれども、私は徳山から別府まで行って、別府から

湯布院を通って、やまなみハイウェイをずっと通って、熊本まで行ったんです
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よね。だから、そういうかたちでルートを行くけれども、なんとなくまだ遠い

って感覚するんですよね。だから、今度は是非行ってみたいなっていうふにこ

の度の資料見て、思いました。で、祝島では特産物って、石豆腐ってあります

けど、女性の感覚で私は言わせてもらうと、国東ではどういうふうなものがあ

るんでしょうか？食べ物ですね、自分のところしかないというような。 
三浦 自分のところしかないっていうようなのはないですね。 
工藤 例えば祝島だったら、石豆腐はここしかないって。海の水を使って、にがりを

作って、硬く作って、昔からそれを食してたっていうふうなものがあるじゃな

いですか。だから、そういうふうな文化交流、食を介した文化交流もおもしろ

いなって、私なんかはまた女性の発想で、そういうようなことも考えます。 
木村 姫島は、車エビ、発祥くらいじゃないんですか？ 
三浦 一番最初のね。 
木村 空港で送るとかいうの。姫島の養殖場で作って。あれは村じゃからかな。 
三浦 多分、姫島が一番最初に売り出して。 
木村 で、この前行ったときは、伝染病が流行って、やられたって聞いた。 
三浦 もう激減してしまってね。ウィルスかなんかが入ってて、だめになってしまっ

たってね。今、国見が養殖、少しはね。岐部の方が良くなったって聞きました

けど。後は、どうなんだろう。城下かれいとか有名だけど。 
木村 大分は何でもあるから、こう、いろいろやって何でも生きていけるようなかん

じじゃないんですかね。のんびりしちょる言うか。せっぱ詰まって言うこと無

いかもしれんですね。 
三浦 だから、これがっちゅうのは別に、何でもありすぎて、却って無いですね。 
丸山 海のものは海のものであるし、山のものは山のもであるし、何とか、ほんとに

お金使わなくても、何とか暮らして行けるような。 
木村 なんか、のんびりしてるようなかんじしますよね。国東半島のところに上陸す

ると。 
三浦 のんびりはしてないですよね。 
是松 最近の人間はギスギスしてきて、それを早く昔のように、あそこに来るとのん

びりできるというか、『癒しの場所』にしたいんですけどね。 
木村 僕は、千葉に２０年くらい前おったんですよ。千葉ものんびりしてるんですよ

ね。でも、東京近いじゃないですか。それで、ギスギスし始めたと言うか。で

も、それでお互い交流すればまたね。 
工藤 じゃあ、共通点っていうのは、やっぱり祝島も、いろいろ話聞いてると、癒し

っていうことにおいては共通点がありますね。 
是松 今そこが、みんな金に追われたり、時間に追われたりとか、なんでこう生活を

ね。 
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工藤 だから、私なんか帰って来ると、上関というか、柳井から帰って来ると、すご

い景色きれいなんですよ。で、それを見てると、やっぱり癒されるんですよ、

毎回。だから、「ああ、ここが見れるからほっとする」っていうか、自分のふる

さとに帰る意味っていうのがあるから、そういうのを使わない手はないんじゃ

ないかなっていうふうなのは毎回感じます。 
三浦 すごくいいですね。後、釣り場はどうなんですか？魚を釣るとか。 
國弘 それは結構来てますよ。 
三浦 結構いいなとか思ったんですよ。 
木村 どういうかたちで表すかっていう。僕は教員しよるじゃないですか。そしたら、

怒る言うのは当然怒りますよね。怒ったとき、どういうかたちで子どもに接す

るか言うか。だから、今、いなかと言うのは貧しいじゃないですか。貧しいか

らと言って、どういうかたちでやって行くか言うのを僕は考えないけん思うん

ですよね。経済性言うか。だから、それを怒って直接、ストレートに子どもに

言うたら、子どもはどう受け止めるか考えないままやったら、だめと思うんで

すよ。それはもうその子を潰す言うか。だから、それをどう自分なりに、まあ、

僕らは上品にはできんけどね、でも、自分なりの上品さでどう接するか言うか、

そこらへんをしっかり考えて接する言うか、僕で終わってもいいとか、それで

いいんだよね。でも、自分なりの美しさと言うか、美しくはないけどね、自分

の美しさっていうのはひとりひとりが持ってると思いますから、それを、苦し

くても、苦しい言うか、そんな苦しうもないけど、自分なりにこう。自分の好

きなスポーツとかね。 
丸山 だから、もう何でも、今、交流っていう面から言えば、今現時点で何が足らな

いかっていうと、みんな思いが違うっていうか、国東半島を近いって言う人も

いれば、国東半島を遠いと言う人もある、いろんな感覚がばらばらなんですよ

ね。要は、なぜばらばらなのかって言ったら、情報の共有性が全然ない。いや、

祝島ってあるんだけど、『神舞』は分かるんだけど、じゃあ、「ほんとに祝島っ

て知ってるの？」、「ほんとに国東半島って知ってるの？」、って言ったら、その

へんの細かい情報、国東半島のイメージは分かるけど、「どんなふうに行ったら

いいの？」「何があるの？」「どんなのがあるの？」「祝島ってどんなのがある

の？」「祝島何があるの？」っていう、その情報の共有性が全然、はっきり言っ

てない。個々には多分ありますよね。個人個人は、「いや、僕は行ったことある

よ。」とか言う人もいると思いますが、絶対数から言ったときに、そこでの接点

が共有性がないって思うんですよね。だから、一番最初に取り掛からなくちゃ

いけないのは、その情報の共有性をどう持って行くか、みんなに「祝島はこん

なんですよ。」「国東半島ってこんなんですよ。」って。で、ある程度分かったと、

じゃあ、何とか「一度行って話してみようか」とか、「一度呼んでみよう」とか、
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「一度どこか中間地点で会ってみよう」とか、「いや、会うよりも何よりも、陸

回りで行くよりも、船で行った方がおもしろいんやないか」とか、そこらへん

のことが生まれてこない限りはなかなかそこへんは難しいのかなと。お互いに

癒しの場であり、『いなか』であり、逆に言うと『いなか』が今の世の中にとっ

ては貴重だしみたいなとこがあるじゃないですか。それをどうやっていくか。

後、全体的には祝島も国東半島も一緒なんですよ。僕が個人的に思ってるのは、

確かに自分が住みよい町であることプラス、何を望むかって言ったら、どうや

ったら人を集められるか？、誰を呼ぶか？、誰を集めるか？っていうことです

よね。後は、いやらしい話、人がどうやったらお金を落していくかを考えると、

交流というものが大事になると思いますね。経済を主軸にしてものごとを考え

るっていうか。例えば、１０種類種目があって、その人にとっては１０種類の

うちひとつだけでも喜びを感じればいいわけですよね。１０種類あったら、１

０種類喜びを感じる必要は別になくて、なんかひとつでも見つければいいわけ

で、そういったことの方が、大切なのかなと、むしろ、今の時点で言うと、初

歩の段階なんだから、どれだけ情報をお互いに発信し合いこして、まあ、その

ひとつとして、『のろし』もいいでしょうし、とりあえず、『神舞』のときにフ

ェリーをたくさんチャーターして来てみるっていうのもおもしろいでしょうし、

そんなことから始めるのかなという気はしますけどね。 
三浦 そうですね。 
丸山 じゃないと、ただ、単純に、竹田津港から周防灘フェリーに乗って、徳山から

電車に乗って、柳井港から連絡船に乗って、「ああ遠いや」っていう話でしか終

わらないんですよ。普通通りのパターンで行くとね。 
國弘 遠いし、そこに行ったら何があるのって、やっぱりお互いに『いなか』ですか

ら、行ったら同じようなものがあったりするんですよね。それだったら、わざ

わざ、お金かけて、時間かけてとはならないですよね。 
木村 でも、トータルで考える言うのは大事だよね。だから、そういうのもあるし。 
國弘 そういう意味では、僕らはインターネットとか今やっとるから、まずそういう

のを作って、お互いに意見の交換とかができる場を実際にインターネット上で

作って、そしたら、別に動く必要がないですよね。お金もあんまりかからない

し。そういうの作ったらどうかなって思いますけどね。祝島のホームページに、

『神舞』で大分の方から来るじゃないですか、そういう人は時々書き込んでく

れたりとかしてるんですよ。メールももらうし。そういうとこからだったらや

りやすいのはやりやすいですよね。 
三浦 僕は、姫島は『きつね踊り』とかで、あのとき行くと、島の人口の倍くらいま

で人が増えてしまう、だから、そういうのがもしかしたら、何かの形で、倍に

ならなくてもいいから、やっぱりやれる可能性はあると思うんですよね。今、
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１００人くらい、それは、地域の人、関わってる人だけがそこに集まるんだと

思うけど、そうじゃない、違う人たちも、もしやれば、そういうので少しづつ

広がっていく、そういうような形でやって行けば、逆に言えば、ここに来る目

的だけじゃなくって、いろんな形で経由しながら、ここに来ることもまた、ひ

とつの選択肢の中に入れていけるんじゃないかなって。 
木村 だから、大分県言うのはそこへんが僕は立派じゃな思うよね。大分県でしょう。

で、都会にはそういう人言うのは散らばってる思うんですよ。でも、大分県言

うのは新聞に載ってるだけでしか知らんけど、そういう人が結構生まれてきて

るんじゃないかなって言う気がしますよね。何か、県知事がこう、書いてるじ

ゃないですか。そういうのがやっぱり影響してるんかなとか思いますよね、県

外の者は。そういうのを育ててるんかなとか、一村一品とか。僕は、何かをや

りたいって考えたとき、最初のスタートはひとりだろうと思うんですよ。で、

祝島で何ができるかって、トライアスロンだってできるじゃないかとかね。思

いながらやる人が２人でも増えればいいし、その１人が増えればいいから、そ

れが、ほんとに現実に生活してる人にとってはやっぱり一番大事じゃないかな。

それの方がおもしろくなるし、年取ったらもう終わるかもしれんけど、今やれ

る間はやっぱり自分が向いた方向を一所懸命やったら、おもしろがりながら言

うか、で、繋がらなければそれでしょうがないかなと。秀人君がこう、行った

りするいうことは、やっぱりやりたいな言う部分でもあるし、引っ掛かる部分

でもあるし、そういうので繋がりがいけばいいんじゃないかな。それで、終わ

らせんように努力を何かね、努力言うか、何か考えながらいろいろやる言うか、

こう、広がりをね。 
國弘 終わったら終わってもいいんですよ。その時代、その時代で、何かできる人が

やればいい話で、例えば『祝島ネット』でも、定年になったら帰って来る人っ

ていうのはちょこちょこいるんですよ。だから、そういう人が後何年かしたら

帰って来る予定なんだけどって、その人は、ゲートボールの先生みたいな人が

おって、で、帰ったらゲートボールの大会を祝島でやりたいとか言いよるんで

すよ。だから、その人が帰って来たらやればいいし、僕らはマラソンがとりあ

えず趣味でもあるし、やろうかなってなったんですけど、別にそれが僕らがお

らんようになっても、続いたら続いた方がいいんじゃけど、別に続かなくても

別のものが始まれば、またそれはそれでおもしろいと思うし。 
木村 だから、帰る人でもいろいろ、全然そういう繋がりの無い人が帰っても来てる

んですよね。でも、そういう繋がりが持てる言うのは、まあ、秀人君がインタ

ーネットで流してるホームページを見て、繋がりができてるんだから、それだ

けでも、繋がりができてるんですよね。どういう方向向いてるかとかね。それ

は、プラスだろうなって思いますよ。 
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工藤 やはり、今の時代っていうのは、我々もそうですけれども、インターネットが

なければ帰って来なかったと思います。祝島にはね。例え、祝島の人間であっ

たとしても、私も誘わなかっただろうし、というのは、インターネットを媒介

にして、ここに居ても、都会と同じような生活ができるんだっていうふうな、

情報が得られるんだってことで帰って来たんであって、だから、やっぱりこれ

も、そういうふうな情報網が無ければ、ここには私なんかは住まなかっただろ

うっていうふうに思います。だから、やっぱりそこを主軸に考えるっていうこ

とは大事じゃないでしょうか。 
國弘 僕もそうなんですよ。あのホームページを作りさえしなければ、まだ祝島に僕

は帰ってないと思いますよ。あれを作ったおかげで帰って来たんだけど。 
丸山 だから、ある意味で『いなか』っていうじゃないですか。『いなか』っていうけ

ど、生活そのものは文化的でね。 
國弘 別に、不便なことってあんまり無いんですよ。僕にとってはね。今は船も早く

なったしね。だから、後は医療関係がね。年取って病気がちになると、ちょっ

と辛いところはあるかなっていう気はするんだけど、後はそんなにね、金もか

からんし。 
丸山 だから、いろいろな文化、元々の文化があって、自分たちの文化も活用して、

新たなのをまた作ってというか。妙に昔にならえっていうのはね。祝島だけで

も、食文化、石豆腐ってあるじゃないですか。そんなんがあったら、極端な話、

じゃあ、国東半島と祝島とあれだけ繋がりがあるんだから、食文化競争で何が

できるかと、お互いにいいもの作って、その代わり使うのは地元で採れたもの

しか使ったらいけないという、食文化競争会みたいなのをやって、で、徳山あ

たりでどっちの方が競争会でおいしいかってみんなに食べてもらって、で、赤

旗白旗挙げさせて、どっちが勝ったとかね。結局、そんなつまらんことでもお

もしろいと思うんですよ。そんな感じでやることの方がかえっておもしろいの

かなと。てなくて、『デザイン会議』だけに所属しているというようなかんじな

んですけれども。 
工藤 先ほど丸山さんが、経済を主軸にしたことを基礎に置いて考えるっていうのが

私も大事だなと思います。それがなければ、先に繋がらないっていうかね。や

っぱり儲けるっていうことはすごくおもしろいことなんですよね。だから、そ

のおもしろいっていう発想からやっぱりものごとをやっていかなければ、みん

なが集まらないって思うんですよ。みんなが得するっていうかね、そういう発

想が無ければ。やってもただ徒労に終わるんであれば、私一抜けた、ニ抜けた

になると思うんです。だから、先ほどの話聞いてて、そういう発想って、これ

からは大事じゃないかなっていうふうには思いますね。 
丸山 僕も特に思ったのは、徳島のいなかの方で、もみじの葉とか買えるっていうの
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は、あれ１枚がいくらかになるんじゃないですか。いなかのおばあちゃんたち

がちょっと裏に行けばある葉を集めてきて、京都かどっかの料亭に納めれば、

年間何千億万になる商売をやってるじゃないですか。でも、結局、だけど、そ

のおばあちゃんたちが集めて来るときに、まあ、小遣い銭が増えるだけで喜び

なんですよね。だから、やっぱり基本になってくるのはある部分、たくさん儲

かる、大金持ちになる必要は無いんだけど、そこそこやったことが何かの形で

フィードバックできることの方がもっとおもしろいというか、それが、金銭っ

ていうことじゃなくてもいいし、何か自分が喜びを感じたいという部分でも別

に構わないと思うんだけども、そういう部分が何かないと、やっていく価値が

ないというか、何か終わったかという話じゃ、僕自身はおもしろくない。折角

やるなら、何か経済的なものがあったり、何か得るところがないと、何もやっ

たことが無為に等しいじゃおもしろくないなっていう気がするんですよね。 
工藤 だから今、『とうがらし』あるじゃないですか。あれを縄みたいなのに挿して、

ひとつのドライフラワーではないけれども、それを台所に飾れば、飾りにもな

るし、料理にも使えるって、そういうような発想って大事ですよね。ただ飾る

だけでなく、それが今度実用されるっていうかね。それがやっぱりこれからは

大事じゃないですかね。 
丸山 だから、そういうふうに作れば部屋のインテリアになるということになると、

それだけで価値があるというか。 
是松 あれは、虫除けになったり、いろいろするしね。 
丸山 結構おもしろいと思うんですけど、祝島から出発して、国東半島から出発して、

お互いにヨーイドンでどこで会うかとかね。結構おもしろいんじゃないですか。

海を行くのもよし、丘回りで行くのもよし、真中へんっていうのはどのへんな

のかっていうね、誰が一番遠くに行ってたとか、そんなばかばかしい話とかね。

後、ヒッチハイクで行ったらどのへんまで行けたとかね。結構つまらんことの

方が、そういう遊びの部分じゃないですか。で、結局、そういうことで、遊び

の対象が祝島であったり国東半島であったりしてるだけの話で、そういう遊び

の中でそういうこともあるし、広い意味で言えば、そういうことによって、祝

島でもこれだけおもしろいことやってるんだったら１回行ってみようって話で

来てくれれば儲けですよ。 
三浦 それが、やっぱり一番ですよね。 
丸山 だから、マラソンだってそうなんですよ。１００人しか入れないって言うので

当ったっていうこの価値観、これの方がすごく価値観があると思うんですよ。

ホテルを作って、学校を使って、どこでもキャンプできて、１０００人迎え入

れるようになりましたって言って、仮に１０００人来たときに、確かに走る人

はおもしろいのかもしれないけど、走ることそのものはおもしろいのかもしれ

 32



ないけど、参加することの価値観っていうのがぐっと下がったっていうか、何

か僕自身はおもしろくない。むしろ、その貴重な１００人に入りたいがための、

ほんと、運ですよね。宝くじ当たる気分じゃないですか。１０回連続出場とか、

１０枚Ｔシャツ持ってるのは日本で、世界で俺ひとりみたいな価値観、そんな

んの方がかえっておもしろい。 
木村 そこまでまだ行ってないよね。 
國弘 四万十川が割合、それに近いんですよ。あそこは、１０００人出れるんですよ。

６０ｋｍ入れると１２００人くらいになるんだけど、あそこも宿泊がそれしか

泊まれないからって言って、１０００人なんですけど、申込は３０００人くら

いいるんですよ。で、抽選なんですよ。だから、僕が７回連続で行けたってい

うのは、結構奇跡に近いくらいなんですよ。 
丸山 結局そういう思いがあるじゃないですか。参加する人個人からしてみれば、そ

ういう思いになるじゃないですか。それと同じ気分なんですよ。 
三浦 だからそこがね、やっぱり四万十川ってひとつの名前、ネームバリューですよ

ね。１回行ってみたいっていうね。あそこは僕も行ったことがあるけど、そう

いうネームバリュー、だから、祝島のネームバリューをどのくらいにさせるか

と、それの価値観みたいな。 
國弘 後、四万十川のマラソンで言うと、やっぱり地元の人の応援、ボランティアと

かいうのがすごい走ってて、うれしいんですよ。人家が、やっぱり人口が少な

いから、ぽつぽつしか、１０何ｋｍ走ってやっと次の人がおるとかいうかんじ

なんですよ。で、そういうところの人が、もうお年寄りから何から一生懸命応

援してくれると、すごいうれしいから、それがすごい良くて、毎年行きたいな

っていうかんじなんですけどね。だからその時に、祝島だったら同じようにす

ごいうれしいような応援ができるんじゃないかなと思ったんですよ。その四万

十川走りよったときにね。 
丸山 結構、そういう意味では祝島って素材があるみたいですね。 
三浦 僕もやり方で結構おもしろいと思いますよ。だから、同じことやっても多分同じ

になってしまうからね。 
木村 だから、最初のことを考えつくのが大事と思います。例えば『のろし』とか。

だから、最初のことを考えるのは、しょっちゅう考えてないと出ないと思うん

ですよ。 
三浦 だから、出発の合図を変えてみるとか、何かいろいろ方法があると思うんです

よ。何かないと、同じレベルのやり方だったらいっぱいあるからね。どっかで

自然淘汰されてしまう。 
木村 二番煎じはだめじゃろうと思いますよね。あんまりね。 
丸山 どれだけ人がしないことをするか。人がしないことをするっていうのは、人が
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つまらんっていうことが人がしないことだからね。これだったらだめだってい

うことをすればいいんですよね。 
國弘 そっちの方がおもしろいですよね。どうなるんかなと思いながらやって。 
丸山 他人から見たらばかばかしいって思うことをやることの方がかえっておもしろ

い部分っていうのは結構世の中多いじゃないですか。今は、何かって言うと、

合理主義ですから、これがこうなってこの次はこうなるからもうこれはだめだ

ということの方が世の中多すぎる。大半がそうじゃないですか。これはこうし

てこうなると失敗するんだから、絶対したらいけないよと。だけど、絶対した

らいけないこの無駄なことが、かえって価値になる部分っていうのが逆の発想

なんですけど、出てきたりするケースの方が今は多いですよね。そういうのが

希少価値なのかなって思いますよ。ややもすると、今、コンピュータの世界だ

と、それこそすぐ計算しちゃって終わっちゃうから、もう結果は見えてると。

じゃあ、おもしろくない。やっぱり人間気持ちがあるんだから、イチかバチか

の部分があってもいいじゃないっていう気持ちはありますよね。 
深田 それではどうも、ここで中締めを。本日は非常にご意見が出まして、私どもの

予定していた内容の懇談会になったと思います。ありがとうございました。た

だ、本来ワークショップっていうのは、２時間くらい、１回くらいで終わるも

んじゃなくって、町づくり、地域づくり、ハードな、例えばどういう港湾を作

るんだとか、橋を作るんだとかいうようなワークショップは、かなり２時間で

も最低５回するとか、いろいろみなさんのお話し合いの中でかたち作って行く

ものなんですけれども、本日はどうしてもこういった国土交通省の事業という

制約の中で、わずか２時間の中で、こういう話をしなければならないというこ

とで、大変みなさまにはご迷惑をおかけ致しましたけれども、大変有意義な会

議になったと思います。ありがとうございました。それで、この場でなかなか

出尽くさなかったこととか、あるいは家に帰られて、よくよく今日の話を考え

てみられると、こういうことも言えば良かったとか、そういうものがもしござ

いましたら、お手元の方に原稿用紙をお配りしておりますので、それに記入し

ていただいて、私どもの方に寄稿していただければ、今度のシンポジウム等に

利用させていただきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い致しま

す。どうも、本日はありがとうございました。 
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